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2
0
1
3
年
度
の
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
を
4
月
28
日（
日
）、

6
月
１6
日（
日
）、7
月
27
日（
土
）、

7
月
28
日（
日
）に
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　

今
年
度
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
は
、
コ
ミ
ッ
ク
ア
ー
ト

分
野
新
設
に
係
る
P
R
企
画

を
は
じ
め
、多
く
の
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
ま
し
た
。現
在
、

10
月
6
日（
日
）に
予
定
し
て

い
る
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

以
外
で
の
総
来
場
者
数
は

1
3
0
9
名（
受
験
生
8
7
3

名
、保
護
者
4
3
6
名
）に
の

ぼ
り
、い
ず
れ
の
回
も
前
年
度

　

６
月
２２
日（
土
）、本
学
と

日
本
観
光
研
究
学
会
と
の
共

催
に
よ
る
観
光
特
別
フ
ォ
ー
ラ

ム「
地
域
に
お
け
る
観
光
産
業

の
あ
り
方
と
人
材
育
成
」が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。　

　

特
別
講
演
に
観
光
庁
次

長
・
志
村
格
氏
に
よ
る「
観

光
立
国
へ
の
取
り
組
み
」、基

調
講
演
に
は
J
T
B
代
表

取
締
役
社
長
・
田
川
博
己
氏

に
よ
る「
旅
を
デ
ザ
イ
ン
す

る
」が
行
わ
れ
た
後
、門
川

大
作
京
都
市
長
、
桑
田
政

美
本
学
教
授
が
加
わ
り
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

教
職
員
人
事

教
育
後
援
会

　

総
会
報
告

入
試
相
談
会

進
路
･
就
職

支
援
サ
ポ
ー
ト

に
つ
い
て

　

観
光
特
別

フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

2
0
1
3
年
度 

オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
報
告

行
わ
れ
ま
し
た
。観
光
産
業

の
現
状
と
課
題
、地
域
や
業

界
が
取
り
組
む
べ
き
方
向

性
、そ
れ
を
担
う
人
材
の
育

成
な
ど
に
つ
い
て
産
・
官
・

学
の
代
表
者
に
よ
る
幅
広

い
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、観

光
関
係
者
、一
般
、大
学
生

な
ど
多
く
の
方
に
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
広
報
室
）

　

７
月
２７
日（
土
）と
７
月
28
日

（
日
）の
両
日
、オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
に
て
、本
学
学
生
の
進

路
な
ら
び
に
就
職
支
援
に

つ
い
て
高
校
生
や
父
母
の

方
々
に
説
明
し
、本
学
独
自

の
キ
ャ
リ
ア
支
援
を
理
解

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

就
職
環
境
が
改
善
に
向
か

う
中
、入
学
年
次
に
全
学
生 

が
履
修
す
る
教
養
ゼ
ミ
で

の
キ
ャ
リ
ア
カ
ル
テ
に
始
ま

り
、大
学
、短
期
大
学
別
の

進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
キ
ャ
リ

ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
授
業
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
研
修
、

業
界
研
究
・
学
内
会
社
説
明

会
、各
種
の
就
職
支
援
講
座

な
ど
、本
学
が
行
っ
て
い
る

キ
ャ
リ
ア
支
援
の
概
要
を

説
明
い
た
し
ま
し
た
。　

　

ま
た
、進
路
・
就
職
支
援

相
談
コ
ー
ナ
ー
で
は
、入
学

後
の
就
職
活
動
や
大
学
で

の
学
修
と
将
来
の
進
路
な

ど
の
質
問
に
も
応
対
い
た
し

ま
し
た
。

　

今
年
度
夏
期
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
研
修
に
は
、計
８

企
業
・
団
体
様
の
ご
協
力

に
よ
り
、１０
名
の
実
習
生
を

受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。さ
ら
に
、
学
内
で
は

各
種
の
資
格
取
得
講
座
を

開
講
し
、
夏
期
休
暇
中
も

支
援
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

（
キ
ャ
リ
ア
支
援
課
）

　

平
成
25
年
度
総
会
が
7
月

7
日（
日
）に
本
部
キ
ャ
ン
パ
ス

Ａ
Ｖ
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。24
年
度
事
業
報
告
・

決
算
と
25
年
度
事
業
計
画
・

予
算
が
承
認
さ
れ
、新
役
員

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。引
き

続
き
、坂
田
学
生
部
長
か
ら

学
生
の
進
路
支
援
に
つ
い
て

報
告
が
行
わ
れ
、閉
会
後
、

学
科
分
野
別
に
担
当
教
員

と
の
懇
談
会
、希
望
者
に
は

成
績
関
係
や
学
生
生
活
、進

路
関
係
に
つ
い
て
の
個
別
相

談
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、午
後
か
ら
大
覚
寺

見
学
会
を
実
施
し
、約
40
名

の
保
護
者
の
方
々
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、大
覚
寺
の
境
内

散
策
な
ど
を
ご
堪
能
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

な
お
、今
回
の
総
会
に
お

い
て
、木
村
俊
昭
氏
、多
田

真
理
子
氏（
前
監
事
）が
副

会
長
に
、物
部
雄
次
氏
が
監

事
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

（
総
務
経
理
課
）

の
来
場
者
数
を
上
回
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
。次
年
度
以
降

の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
、引
き
続
き
広
報
活
動
や
、

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
内
容
を

充
実
さ
せ
、来
場
者
の
増
加
を

目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。（
入
試
課
）

退
職

左
記
の
方
が
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

桜
井
昭
和

（
総
務
部
総
務
経
理
課
係
長
、

 

２
０
１
３
年
６
月

日
付
）

浦
前
ゆ
め
路

（
入
試
部
入
試
課
員
、

 

２
０
１
３
年
８
月    

日
付
）

任
用

左
記
の
通
り
任
用
い
た
し
ま
し
た
。

副
学
長（
入
試
部
長
兼
務
）

増
田
洋 

教
授

（
２
０
１
３
年
４
月　

日
付
）

文
化
事
業
推
進
部
長

芳
野
明 

教
授

（
２
０
１
３
年
４
月　

日
付
）

学
園
事
務
局
長
兼
学
長
事
務
室
長

午
居
隆
平

（
２
０
１
３
年
５
月
１
日
付
）

大
学
事
務
局
長

小
澤
昇
士

（
２
０
１
３
年
５
月
１
日
付
）

広
報
室
専
任
職
員

松
本
昇

（
２
０
１
３
年
９
月
１
日
付
）

入
試
部
入
試
課
専
任
職
員

髙
木
あ
す
か

（
２
０
１
３
年
９
月
１
日
付
）

文
化
事
業
推
進
部

文
化
事
業
推
進
課
専
任
職
員

北
川
恵
美

（
２
０
１
３
年
９
月
１
日
付
）

入
試
部
入
試
課
嘱
託
職
員

杉
岡
由
紀

（
２
０
１
３
年
９
月
１
日
付
）

客
員
教
授

安
斎
レ
オ

河
井
リ
ツ
子

新
村
則
人

令
状
ヒ
ロ
コ

（
何
れ
も
２
０
１
３
年
５
月
１
日
付
）

3031
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各種連携

3

　

J
R
嵯
峨
嵐
山
駅
構
内

に
芸
術
学
部
観
光
デ
ザ
イ

ン
学
科
4
回
生
の
平
良
岳

之
君
の《
嵐
山
・
恋
の
絵
馬
》

が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。こ
の

絵
馬
は
商
品
化
さ
れ
、野
宮

神
社
で
販
売
さ
れ
て
い
ま

す
。ま
た
夏
期
に
は
大
覚
寺

心
経
宝
塔（
基
壇
内
部
）の

公
開
に
合
わ
せ
て
、渡
辺
始

興
に
よ
る
大
覚
寺
正
寝
殿

障
子
腰
板
絵
を
本
学
古
画

研
究
工
房
学
生
が
模
写
し

た
作
品
や
、
本
学
で
嵯
峨

御
流
の
華
道
を
学
ぶ
学
生

有
志
の
生
花
が
構
内
を
彩

「
新・
寺
子
屋
計
画
」

関
連
イ
ベン
ト

 

「
金
剛
寺

ジ
ャ
ッ
ク
」

　

愛
宕
古
道

街
道
灯
し

J
R
嵯
峨
嵐

山
駅
構
内
に

学
生
作
品
が
展
示

　
　
「
妖
怪
の

お
面
を
作
っ
て

嵐
電
に

乗
ろ
う
！
」

り
ま
し
た
。J
R
嵯
峨
嵐
山

駅
と
の
こ
の
連
携
事
業
は
今

後
も
継
続
さ
れ
る
予
定
で
す
。

（
文
化
事
業
推
進
課
）

　

右
京
区
が
募
集
し
た

「
右
京
区
ま
ち
づ
く
り
支
援

制
度
」支
援
事
業
に
、任
意

の
学
生
団
体
「
K
U
R
U 

K
U
L
U（
ク
ル
ク
ル
）」
が

大
学
活
動
支
援
枠
で
採
択
さ

れ
ま
し
た（
1
9
9,
5
0
0
円
）。

「
K
U
R
U 

K
U
L
U

（
ク
ル
ク
ル
）」は
、「
愛
宕
古

道
街
道
灯
し
」で
の
ナ
イ
ト

マ
ー
ケ
ッ
ト
企
画
・
運
営
や

水
尾
地
域
で
の
ま
ち
歩
き
な

ど
に
よ
り
、芸
術
・
デ
ザ
イ
ン

的
視
点
か
ら
地
域
資
源
の
発

掘
・
発
信
・
交
流
の
場
づ
く
り

を
行
う
こ
と
を
中
心
に
活
動

す
る
任
意
の
団
体
で
す
。

　

ま
た
、「
あ
ら
し
山
び
こ
」が

学
生
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支

援
枠
で
採
択
さ
れ
ま
し
た

（
3
0,
0
0
0
円
）。「
あ
ら
し

山
び
こ
」は
嵯
峨
・
嵐
山
を
中

心
と
し
た
地
域
の
伝
承
文
化

を
テ
ー
マ
の
一
つ
と
し
て
、

絵
本
の
読
み
語
り
活
動
を

展
開
。就
学
前
・
小
学
生
低

学
年
の
ほ
か
、
高
齢
者
福

祉
施
設
な
ど
で
積
極
的
に

開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
、

双
方
の
つ
な
が
り
づ
く
り

を
目
指
す
学
生
団
体
で
す
。

（
文
化
事
業
推
進
課
）

　
平
成
25
年
度

「
右
京
区
ま
ち

づ
く
り
支
援

制
度
」支
援
事

業
に
採
択

　

平
成
25
年
8
月
17
日（
土
）〜

8
月
18
日（
日
）の
2
日
間
、滋
賀

県
東
近
江
市
の
大
日
山
金
剛

寺
に
お
い
て「
新
・
寺
子
屋
計

画
」関
連
イ
ベ
ン
ト「
金
剛
寺

ジ
ャ
ッ
ク
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
新
・
寺
子
屋
計
画
」と
は
、

お
寺
を
も
う
一
度
集
い
の
場

と
し
て
再
生
さ
せ
、こ
れ
か

ら
の
お
寺
の
あ
り
方
を
考

え
、提
案
し
て
い
こ
う
と
い

う
学
生
主
導
の
企
画
で
す
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト「
金
剛
寺

ジ
ャ
ッ
ク
」は
、お
寺
に
愛
着

を
持
っ
て
貰
う
た
め
、日
本

画
分
野
古
画
研
究
工
房
学
生

が
指
導
の
も
と
、金
剛
寺
の

天
井
画
の
一
部
を
門
徒
や
地

域
住
民
に
描
い
て
も
ら
う

「
天
井
画
を
描
こ
う
」、学
生

サ
ー
ク
ル「
竹
造
」「
箏
曲
の

会
」の
協
力
を
得
て
行
っ
た
、

「
灯
籠
に
描
こ
う
」「
垣
見
の

夕
べ
」、大
学
院
1
回
生
に

よ
る「
エ
コ
バ
ッ
グ
作
り
」な

ど
、子
供
か
ら
大
人
ま
で
が

参
加
で
き
る
よ
う
に
、多
彩

な
内
容
で
行
い
ま
し
た
。

1
0
0
名
以
上
の
参
加
者
が

あ
り
、学
生
と
参
加
者
が
一
緒

に
な
っ
て
盛
り
上
が
っ
た
有

意
義
な
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

　

来
年
は
地
域
住
民
の
方
々

に
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
考

え
て
い
た
だ
き
、学
生
と
地

域
住
民
が
協
力
し
た
イ
ベ
ン

ト
に
展
開
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

（
芸
術
学
部
造
形
学
科
日
本

画
分
野
・
仲
准
教
授
）

　

毎
年
開
催
し
て
い
る「
小

学
生
夏
休
み
講
座
」以
外
に
、

新
た
に
「
妖
怪
の
お
面
を

作
っ
て
嵐
電
に
乗
ろ
う
」（
小

学
生
対
象
、保
護
者
参
加
も

可
）と
い
う
講
座
を
嵐
電
と

連
携
し
開
催
し
ま
し
た
。

　
嵐
電
の
イ
ベ
ン
ト「
妖
怪
電
車
」

の
運
行
に
合
わ
せ
、本
学
卒

業
生
で
妖
怪
創
作
家
・
妖
怪

文
化
研
究
家 

河
野
隼
也
氏

指
導
の
も
と
、お
面
を
素
材

に
子
供
達
が
ユ
ニ
ー
ク
な
妖

怪
を
作
り
あ
げ
ま
し
た
。

　

講
座
終
了
後
、妖
怪
に
変

身
し
た
子
供
達
は
車
折
神
社

駅
よ
り
嵐
電
に
乗
車
し
、嵐

山
駅
で
の「
妖
怪
総
選
挙
」に

エ
ン
ト
リ
ー
を
し
た
あ
と
、

妖
怪
電
車
に
乗
車
し
ま
し

た
。車
内
で
は
学
生
サ
ー
ク

ル「
百
妖
箱
」が
扮
装
し
た
妖

怪
が
登
場
、車
内
は
歓
声
と

悲
鳴
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た

が
、負
け
じ
と
チ
ビ
ッ
コ
妖

怪
達
も
妖
怪
電
車
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

（
文
化
事
業
推
進
課
）

　
8
月
23
日（
金
）〜
8
月
25
日（
日
）

に
か
け
て
18
回
目
と
な
る「
愛

宕
古
道
街
道
灯
し
」が
開
催

さ
れ
、学
生
サ
ー
ク
ル「
竹
造

―
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｚ
Ｏ
―
」が
中
心

と
な
り
制
作
し
た
巨
大
行
灯

を
含
む
8
0
0
基
が
清
凉
寺

（
嵯
峨
釈
迦
堂
）か
ら
愛
宕
神

社
一
の
鳥
居
ま
で
の
街
道
沿

い
に
並
び
ま
し
た
。「
愛
宕
古

道
街
灯
し
」は
、あ
だ
し
の
念

仏
寺
で
の
千
灯
供
養
、ま
た
地

蔵
盆
に
あ
た
る
日
の
夕
べ
に

合
わ
せ
、瀬
戸
内
寂
聴
氏
と
嵯

峨
野
保
勝
会
が
、京
都
嵯
峨

芸
術
大
学
と
共
に
作
り
あ
げ

て
き
た
も
の
で
す
。展
示
さ
れ

た
行
灯
は
、地
元
の
方
々
や
小

中
高
生
と
共
に
制
作
し
た
も

の
、右
京
区
に
あ
る
児
童
館
と

の
連
携
に
よ
り
子
供
達
と
制
作

し
た
も
の
、本
学
生
涯
学
習
講

座
の
受
講
生
が
制
作
し
た
も
の

が
並
び
ま
し
た
。23
日
の
18
時

30
分
か
ら
は
一
の
鳥
居
前
で

森
本
学
長
も
参
加
し
て
点
灯

式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

い
く
つ
か
の
学
生
グ
ル
ー
プ
が

企
画
し
た
手
作
り
市「
く
る
く
る

ナ
イ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
」（
学
生
団
体

「
K
U
R
U 

K
U
L
U
」主
催
）

も
開
催
さ
れ
、祭
り
全
体
が
活

気
づ
い
た
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

（
文
化
事
業
推
進
課
）
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「
絶
滅
危
惧
種

カ
レ
ン
ダ
ー
」
制
作

　

博
物
館

ギ
ャ
ラ
リ
ー
報
告

　

本
学
大
学
院
生
7
名

（
末
田
真
美
、
湊
智
瑛
、
樫

田
歩
、田
中
杏
奈
、森
本
美

輪
、金
子
元
）が
和
研
薬
株

式
会
社
、
株
式
会
社
幸
伸

と
連
携
し
、
絶
滅
危
惧
種

を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
平
成

25
年
度
の
カ
レ
ン
ダ
ー
用

原
画
を
制
作
し
ま
し
た
。

日
ご
と
に
違
う
絶
滅
危
惧

種
を
表
現
す
る
た
め
に
異

な
る
3
6
5
枚
が
そ
れ
ぞ

れ
所
属
す
る
分
野
の
技
法

で
描
か
れ
、一
月
ご
と
に
28

種
か
ら
31
種
を
配
置
し
仕
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。平
成
26
年
度

用
カ
レ
ン
ダ
ー
も
大
学
院
生

を
中
心
に
引
き
続
き
制
作

中
で
す
。

（
文
化
事
業
推
進
課
）

附属機関

　

附
属
博
物
館
で
は
平
成
25

年
6
月
4
日（
火
）〜
6
月
22
日

（
土
）は
、資
生
堂
広
報
誌『
花

椿
』や
カ
ネ
ボ
ウ
化
粧
品
広

報
誌『
Ｂ
ｅ
ｌ
ｌ
』な
ど
、約

6
5
0
冊
を
展
示
し
た「
美

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル

展
」を
開
催
。7
月
9
日（
火
）〜

7
月
28
日（
日
）は
乃
村
工
藝
社

の
貴
重
な
博
覧
会
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
お
借
り
し
て「
博
覧

会
ポ
ス
タ
ー
に
み
る
日
本
の

復
興
」
と
題
し
た
展
覧
会

を
開
催
。貴
重
な
資
料
に
、

来
館
者
は
熱
心
に
見
入
っ
て

ま
し
た
。
附
属
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
嵯
峨
で
は

「
C
O
M
I
C 

A
R
T 

S
E
N
S
A
T
I
O
N 

V
o
l.
2
」6
月
11
日（
火
）〜

6
月
16
日（
日
）、「
C
O
M
I
C 

A
R
T 

S
E
N
S
A
T
I
O
N 

V
o
l.
3
」7
月
23
日（
火
）〜

7
月
28
日（
日
）、イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
＆
デ
ザ
イ
ナ
ー「
北
田
哲

也
19
回
目
の
展
覧
会
」
、

「
C
i
r
c
u
l
a
t
i
o
n
5
」

を
開
催
し
ま
し
た
。「C
O
M
I
C 

A
R
T 

S
E
N
S
A
T
I
O
N
」

開
催
時
の
6
月
16
日（
日
）・

7
月
28
日（
日
）に
は
卒
業
生
で

漫
画
家
の
河
井
リ
ツ
子
客

員
教
授（「
と
っ
と
こハム
太
郎
」

作
者
）に
よ
る「
四
コ
マ
マ
ン
ガ

講
座
」や
少
女
主
義
的
水
彩

画
家
た
ま
氏
に
よ
る
サ
イ
ン

会
を
開
催
。多
く
の
方
が
来

場
さ
れ
ま
し
た
。

（
文
化
事
業
推
進
課
）

大学関連行事予定
Sep.2013 ― Feb.2014

9月20日（金）・・・・・・・ ■月例法要

9月23日（月・祝）・・・・・ ■後期授業開始

9月25日（水）・・・・・・・ ■9月卒業式

9月28日（土）・・・・・・・ ■京の美意識
　　　　　　　　　　　　　「京都はマネキンのルーツ」

10月6日（日）・・・・・・・ ■オープンキャンパス

10月19日（土）・・・・・・ ■大学院入試（前期）

10月20日（日）・・・・・・ ■ 3年次編入学入試（前期）

　　　　　　　　　　　　 ■特別入試（前期）
　　　　　　　　　　　　 ※海外帰国生・社会人
　　　　　　　　　　　　　（芸術学部・短期大学部）

　　　　　　　　　　　　 ■専攻科入試（前期）

10月26日（土）・・・・・・ ■京の美意識
　　　　　　　　　　　　　「日本画の色・いろいろ」

11月2日（土）・3日（日・祝）・  ■嵐芸祭

11月15日（金）・・・・・・ ■月例法要

11月16日（土）・・・・・・ ■京の美意識「日本画筆」

11月17日（日）・・・・・・ ■公募制推薦入試（短期大学部）

11月17日（日）・18日（月）・・ ■公募制推薦入試（芸術学部）

12月15日（日）・・・・・・ ■自己推薦入試（前期）

12月21日（土）・・・・・・ ■京の美意識「美の計測」

12月24日（火）～1月5日（日）・・  ■冬季休業

1月6日（月）・・・・・・・■授業再開

1月18日（土）・・・・・・・ ■特別入試（後期）
　　　　　　　　　　　　　※海外帰国生・社会人
　　　　　　　　　　　　　（芸術学部・短期大学部）

1月25日（土）・・・・・・・ ■京の美意識「縄文人の美意識
　　　　　　　　　　　　　  ～京都市内出土遺物の観察から～」

1月27日（月）・・・・・・・ ■学園創立記念日

2月1日（土）・・・・・・・・ ■後期授業終了　

2月3日（月）・4日（火）・・・・ ■第42回制作展
　　　　　　　　　　　　　 作品搬入（京都市美術館）

2月5日（水）～9日（日）・・・・ ■第42回制作展（京都市美術館）

2月7日（金）～10日（月）・・・  ■第42回制作展（学内進級展）

2月5日（水）・・・・・・・ ■一般入試（前期・芸術学部）

2月6日（木）・・・・・・ ・ ■一般入試（前期・短期大学部）

2月12日（水）～15日（土）・・・  ■後期集中授業

2月21日（金）・・・・・・・ ■月例法要

2月27日（木）・・・・・・・ ■一般入試（後期・短期大学部）

　　　　　　　　　　　　 ■3年次編入学入試（後期）

　　　　　　　　　　　　 ■大学院入試（後期）

　　　　　　　　　　　    ■専攻科入試（後期）
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TOP
ICS

「
2
0
1
3

京
展
」に

在
学
生
、卒

業
生
が
多
数
入
選

　

本
学
芸
術
学
部
の
大
森

正
夫
教
授
が
、意
匠
学
会
よ

り
平
成
２４
年
度
の『
意
匠
学

会
賞（
作
品
賞
）』を
受
賞
さ

れ
、「
第
５５
回
意
匠
学
会
全
国

大
会
」（
7
月
20
日
）に
お
い
て

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。昭
和
34
年

（
1
9
5
9
年
）に
設
立
さ
れ

た
意
匠
学
会
（
T
h
e 

J
a
p
a
n 

Soc
ie
ty 

o
f 

Des
i
g
n
）は
、デ
ザ
イ
ン
活

動
と
デ
ザ
イ
ン
研
究
の
活
性
化

を
推
進
す
る
た
め
に
意
匠
学

会
各
賞
を
制
定
し
、優
れ
た
業

績
を
あ
げ
た
個
人
あ
る
い
は
団

体
に
賞
を
授
与
し
て
い
ま
す
。

こ
の「
作
品
賞
」は
、各
年
度
の

意
匠
学
会
大
会
に
お
け
る
発

表
作
品
を
対
象
と
し
て
選
考

し
、そ
の
中
で
も
っ
と
も
意
匠

学
会
と
し
て
顕
彰
す
る
に
ふ

さ
わ
し
い
と
判
断
さ
れ
る
優

れ
た
作
品
に
対
し
、そ
の
実
質

的
中
心
と
な
っ
た
個
人
ま
た

は
団
体
へ「
研
究
奨
励
金
」を

添
え
て
授
与
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

大
森
正
夫
教
授
が
受
賞
し

た
作
品
は
、平
成
２４
年
に
発
表

し
た『
都
市
型
ア
ー
ト
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
の
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

の
作
品（
研
究
）発
表
で
す
。

　

こ
の
研
究
で
の
中
心
テ
ー
マ

で
あ
る
神
戸
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ

は
、神
戸
の
潜
在
的
文
化
力
を

発
揮
さ
せ
な
が
ら
、従
来
の

ア
ー
ト
概
念
に
捕
わ
れ
な
い
新

領
域
の
作
品
を
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン
形
式
で
募
集
す
る
な

ど
、多
彩
な
事
業
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
特
徴
の
芸
術
祭
で
あ
り
、こ

の
度
の
受
賞
は
、そ
こ
で
実
践

さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
が

高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
ま
す
。（
広
報
室
） 

　

障
が
い
の
あ
る
人
の
ア
ー

ト
作
品
と
デ
ザ
イ
ン
の
力
で

商
品
力
を
高
め
て
、障
が
い
の

あ
る
人
の
自
立
を
助
け
る
取

り
組
み
に
参
加
し
ま
し
た
。お

菓
子
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
部
門
で

メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
科
3

回
生
の
中
村
優
歩
さ
ん
、澤
田

美
可
子
さ
ん
の「
や
つ
は
し
ス

テ
ィ
ッ
ク
」、カ
レ
ン
ダ
ー
部
門

で
生
活
デ
ザ
イ
ン
2
回
生
の

湯
浅
ま
り
さ
ん
の「
ク
ラ
フ
ト

カ
レ
ン
ダ
ー
」の
デ
ザ
イ
ン
が

受
賞
、商
品
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

2
0
1
2
年
9
月
学
内
で
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
説
明
が
行

わ
れ
、学
科
・
学
年
の
枠
を
超
え

て
有
志
7
名
が
集
ま
り
ま
し

た
。放
課
後
隔
週
の
ペ
ー
ス
で

集
ま
り
、京
都
市
内
の
障
害
福

祉
事
業
所
か
ら
集
ま
っ
た

1
0
0
枚
以
上
の
素
晴
ら
し

い
原
画
作
品
を
見
て
自
分
た

ち
の
ア
イ
デ
ア
を
膨
ら
ま
せ
、

デ
ザ
イ
ン
案
の
模
型
を
作
っ
て

応
募
し
ま
し
た
。受
賞
し
た
3

名
に
は「
製
品
化
」と
い
う
高
い

ハ
ー
ド
ル
が
課
せ
ら
れ
ま
し
た
。

彼
ら
は
授
業
と
並
行
し
て
連

日
連
夜
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
作
業
を

行
い
、担
当
者
や
、印
刷
会
社
、

カ
メ
ラ
マ
ン
と
の
メ
ー
ル
に
よ

る
デ
ー
タ
の
や
り
と
り
を
行

い
ま
し
た
。さ
ら
に
、商
品
化

直
前
に
、デ
ザ
イ
ン
を
プ
ロ
の

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
に

手
を
加
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。商
品
化
後
に
そ
の
デ
ザ
イ

ナ
ー
に
本
学
に
来
て
い
た
だ

い
て
、公
開
の
デ
ザ
イ
ン
指
導

（
講
演
会
）も
開
催
し
ま
し
た
。

　

2
0
1
3
年
3
月
1
日（
金
） 

に
行
わ
れ
た
表
彰
式
で
は
、原

画
を
描
い
た
障
が
い
の
あ
る

み
な
さ
ん
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

と
し
て
、学
生
は
デ
ザ
イ
ナ
ー

と
し
て
同
じ
拍
手
と
リ
ス
ペ

ク
ト
を
た
く
さ
ん
の
来
場
者

か
ら
受
け
ま
し
た
。障
が
い
の

有
無
で
区
別
を
さ
れ
な
い
社

会
：
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
思
想
が
具
体
化
さ
れ
た
か

け
が
え
の
な
い
集
い
の
場
で

し
た
。開
始
か
ら
発
売
ま
で
約

10
ヶ
月
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
し

た
が
、本
当
に
多
く
の
人
た
ち

か
ら
学
び
の
機
会
を
与
え
ら

れ
た
と
関
わ
っ
た
み
な
さ
ん

に
感
謝
を
し
て
い
ま
す
。

※
学
年
は
受
賞
時
の
も
の
で
す
。

（
芸
術
学
部
デ
ザ
イ
ン
学
科
生

活
デ
ザ
イ
ン
系・楠
林
准
教
授
）

　
　

嵐
芸
祭
、

今
年
の
テ
ーマ
は

　
「
博
嵐
会
」

〜
E
xp
o
s
i
t
ion 

o
f 

He
A
R
T
s
〜

　

11
月
2
日（
土
）〜
3
日（
日
）

開
催
の
嵐
芸
祭
は
、普
段
は

み
え
な
い
芸
大
生
の
新
し
い

一
面
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
、

貴
重
な
２
日
間
で
す
。

　

今
年
度
の
嵐
芸
祭
の
テ
ー
マ
は

「
博
嵐
会
」〜
Exp
os
i
t
ion 

o
f 

H
e
A
R
T
s
〜
で
す
。

今
年
も
学
生
や
当
日
ご
来
場

の
方
々
に
思
い
き
り
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
、

様
々
な
催
し
を
準
備
し
て
お

り
ま
す
。毎
年
恒
例
の
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
模
擬

店
、有
響
館
で
の
お
化
け
屋

敷
は
も
ち
ろ
ん
、昨
年
か
ら

フ
ェ
ス
形
式
で
行
わ
れ
て
い

る「
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ 

ｓ
ｏ
ｎ
ｉ
ｃ 

２
０
１
３
」、さ
ら
に
、学
生
の

作
品
を
廊
下
に
展
示
す
る「
Ｇ

ａ
ｌ
ｌ
ｅ
ｒ
ｙ 

Ｒ
」を
開
催

い
た
し
ま
す
。学
生
の
作
品

を
間
近
で
見
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、よ
り
一
層
芸
大
生

を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け

る
こ
と
で
し
ょ
う
。み
な
さ

ん
是
非
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

（
嵐
芸
祭
実
行
委
員
会 

実

行
委
員
長 

小
澤
綾
菜
）

　

新
人
作
家
の
登
竜
門
と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
、

京
都
市
主
催
の
総
合
公
募

展
「
2
0
1
3
京
展
」
に
、

在
学
生
、
本
学
卒
業
生
が

多
数
入
選
し
ま
し
た
。

　

京
都
市
美
術
館
開
館
80

周
年
記
念
展
と
し
て
開
催
さ

れ
た
同
展
は
、
応
募
作
品

8
1
2
点
の
中
か
ら
入
選

作
品
4
5
1
点
が
選
出
さ
れ
、

更
に
そ
の
中
か
ら
33
点
の

受
賞
作
品
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。入
選
・
入
賞
作
品
は
、

2
0
1
3
年
7
月
3
日 （
水
）

〜
7
月
19
日（
金
） ま
で
京
都

市
美
術
館
に
お
い
て
展
示

さ
れ
ま
し
た
。（
広
報
室
）             

教員・在学生の活躍各種連携

大
森
正
夫
教

授
、平
成
２４
年

度『
意
匠
学
会

賞（
作
品
賞
）』

を
受
賞
！

入選
【日本画部門】
湊 智瑛（卒業生）
高田 操子
【洋画部門】
松原 昭俊（卒業生）
山原 晶子（卒業生）
石井 頴幸（卒業生）
【彫刻部門】
山田 実（卒業生）
白上 太朗（卒業生）
【工芸部門】
友寄 万梨奈
【版画部門】
樫田 歩（卒業生）

　

は
あ
と・

　

フ
レ
ン
ズ

　

新
商
品

研
究
開
発

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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附属博物館 スケジュール

■『京都嵯峨芸術大学の先人達 第６回 西 真 展』
期 間
開館時間
休 館 日

：
：
：

10月22日（火）～11月9日（土）
10：00～17：00
日曜日休館 ただし、11月3日は開館

■『郷土玩具「土人形」 ～伏見人形を中心に～』
期 間

開館時間
休 館 日

：

：
：

11月26日（火）～12月21日（土）
1月14日（火）～ 1月25日（土）
10：00～17：00
日曜日休館

本学関係者による展覧会情報

7

■大学院生、芸術学部造形学科日本画分野・
　古画研究工房学生 他／日本画
 『大日山金剛寺「金剛寺ジャック！・天井画を描こう」展』
 会期：10月1日（火）～10月6日（日）
 会場：本学玄関ホールギャラリー

■芸術学部造形学科日本画分野3・4回生／日本画
 『日本画分野制作展「Shu・ha・ri」』
 会期：10月1日（火）～10月6日（日）
 会場：本学玄関ホールギャラリー

■箱崎 睦昌／日本画
 『日本画の現在 20年後の横の会展』
 会期：8月3日（土）～10月14日（月・祝）
 会場：新潟市新津美術館

■大沼 憲昭／日本画
 『京団扇・日本の風展』
 会期：9月7日（土）～9月23日（月・祝）
 会場：京都・東山圓徳院

■筧 有子／洋画
 『Vesica Piscis －絵画の3つの視点から－』
 会期：9月20日（金）～9月29日（日）
 会場：加古川展 松風ギャラリー
 会期：10月17日（木）～10月27日（日）
 会場：神戸展 ギャラリー デ・ラ・パーチ

［編集後記］京都の夏が暑いのは当たり前とはいえ、本当に暑い夏でした。この暑さの中、学
生のみなさんは、地域との連携事業や行事に積極的に参加して、イベントを盛り上げてくれま
した。その一端は同誌面でもご紹介しましたが、本当にご苦労様でした。
　長い夏休みが終わり、いよいよ後期開始です。大学のキャンパスも活気付いてきました。後
期の一大イベント、「嵐芸祭」の準備も着々と進んでいるようです。今年も嵐芸祭に合わせて
ホームカミングデイを開催いたしますので、同窓生のみなさん、ぜひ母校に足をお運びくださ
い。「おかえりなさい！」

京の美意識 スケジュール

あらし山びこスケジュール

本学附属図書館の児童書コーナー「あらし山びこ」では、近隣の小学生や児童を対象に、季節に合
わせた絵本の読み語りイベントを開催しています。地域のみなさんと京都の文化を学び、ふれあう
時を一緒に過ごしながら、子どもたちの読書の第一歩を応援しています。

四季をおりなす美しい景観に恵まれ、都として約１２００年にわたる歴史の時を
刻んできた京都の独特の知識や美意識について、毎回、各分野の第一線で活
躍されておられる講師をお招きして、ご講演いただいています（参加料無料）。
また、ご希望の方には過去の講演録を販売しています（一冊千円）。

In format ion

日　時：第3土曜日（8月・9月・11月・1月は除く） 13：00～
入場料：無料 参加自由
場　所：京都嵯峨芸術大学
　　　　罧原キャンパス「有響館」1階 附属図書館内

日本画の色・いろいろ

日本画筆

縄文人の美意識
－京都市内出土遺物の観察から－

京都はマネキンのルーツ
■第82回 9月28日（土）
三宅 五穂

■第83回 10月26日（土）
藤本 築男

美の計測
■第85回 12月21日（土）
村上 隆

■第86回 1月25日（土）
近藤 奈央

■第84回 11月16日（土）
家形 一雄

回
3

4

日程
1 2月2 1日（土）

3月15日（土）

プログラム
3 0 分

3 0 分

テーマ
ぬくぬく

めばえ

回
3

4

日程
10月1 9日（土）

2月15日（土）

時間
1 3 : 0 0 ～ 1 3 : 3 0

1 3 : 0 0 ～ 1 3 : 3 0

［ 絵本読み語り ］

［ えほんとあそぼ ］

みやけ　ごっほ

ふじもと　つきお

やかた　かずお

むらかみ りゅう

こんどう　 なお

 〈彫刻家 吉忠マネキン株式会社元代表取締役〉　

 〈彩雲堂四代目店主〉

 〈京筆師〉

 〈京都国立博物館 学芸部部長〉

 〈財団法人京都市埋蔵文化財研究所〉

※大学授業や行事などにより開催日やテーマを変更する場合があります。

附属ギャラリー「アートスペース嵯峨」 スケジュール

■『2013年度前期生涯学習講座受講生作品展』
期 間
開館時間

：
：
9月17日（火）～9月22日（日）
10：00～17：00（最終日16：00まで）

■『COMIC ART SENSATION Vol .4』
期 間
開館時間

：
：
10月1日（火）～10月6日（日）
10：00～17：00

■『デザイン学科イラストレーションＣ展覧会
  「切実な絵（セツジツナエ）」』
期 間
開館時間

：
：
11月6日（水）～11月10日（日）
12：00～18：00

■『武田秀雄 漫画展』
期 間
開館時間

：
：
11月24日（日）～12月1日（日）
10：00～17：00

※スケジュールは変更になる場合があります。

※スケジュールは変更になる場合があります。


